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〔抄　録〕
本稿はアベノミクスの成長戦略の一丁目一番地としてコーポレート・ガバナンス改革が
据えられ，2015年会社法改正，スチュワードシップ・コードならびにコーポレート・ガバ
ナンス・コード導入が上場企業において進められる中，金融機関におけるガバナンス改革
とコード原則への対応を主に考察を深めた。従来のコンプライアンス・不正防止のみなら
ず，中長期的視点から企業価値向上，持続的成長に向けた攻めのガバナンスの対応・実践
が改革の鍵となる。また内部監査機能の位置付けとガバナンス類型ならびにリスクマネジ
メントに関して私見を述べた。かかる執筆の機会を与えて頂いた千葉商科大学には改めて
感謝する次第である。

